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こ
の
度
、生
徒
会

長
を
務
め
さ
せ
て
い

た
だ
き
ま
す
、２
年

の
上
田
桃
子
で
す
。

今
期
の
生
徒
会
の
メ

ン
バ
ー
は
、責
任
感

が
強
く
、頼
り
に
な
る
メ
ン
バ
ー
ば
か
り
で
す
。そ

し
て
、明
る
く
、楽
し
い
雰
囲
気
の
生
徒
会
で
す
。

そ
ん
な
メ
ン
バ
ー
た
ち
と
共
に
、生
徒
の
皆
に
学

校
生
活
が
楽
し
い
と
思
っ
て
も
ら
え
る
よ
う
な

学
校
を
作
り
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。色
々
な
こ

と
に
挑
戦
し
て
、楽
し
ん
で
活
動
し
て
い
き
ま
す
。

不
慣
れ
な
こ
と
も
あ
り
ま
す
が
、精
一
杯
頑
張

り
ま
す
の
で
、宜
し
く
お
願
い
し
ま
す
。
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介

　
3
年
生
の
皆
さ
ん
、ご
卒
業
お
め
で
と
う
ご

ざ
い
ま
す
。思
い
返
せ
ば
皆
さ
ん
の
学
校
生
活

は
、新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
影
響
で
入
学
式

翌
日
か
ら
休
校
と
な
り
、再
開
後
も
行
事
の
中

止
や
マ
ス
ク
で
の
生
活
な
ど
、制
約
を
余
儀
な

く
さ
れ
ま
し
た
。そ
の
よ
う
な
状
況
の
中
で
も

全
力
で
今
で
き
る
こ
と
を
見
出
し
、柔
軟
に
対

応
す
る
力
を
身
に
つ
け
、有
意
義
な
3
年
間
を

過
ご
さ
れ
た
こ
と
と
思
い
ま
す
。苦
難
を
糧
に

変
え
る
力
を
持
っ
て
い
る
皆
さ
ん
で
あ
れ
ば
、

こ
れ
か
ら
出
遭
う
で
あ
ろ
う
困
難
も
乗
り
越

え
て
い
け
る
と
信
じ
て
い
ま
す
。

　
新
し
い
世
界
へ
進
ま
れ
る
皆
さ
ん
に
心
か
ら

エ
ー
ル
を
贈
り
ま
す
。

　
1
年
間
一
粒
の
麦
を
お
読
み
頂
き
、あ
り
が

と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
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陸
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クリスマス礼拝クリスマス礼拝 12
20～22

　大久野島の毒ガス資料館を訪れた。平和学習
は、広島と長崎が受けた被害から平和と命の尊さ
を感じ取るためのものだと思っていた。しかし、そこ
で見たのは紛れもなく日本の加害の事実。展示さ
れた資料は一度見ただけでその恐ろしさを理解す
るのに充分だったし、僕らと同年代の子たちが毒ガ
ス製造に必要な労働を強いられていたことに絶望
した。「百聞は一見に如かず」。戦争と平和を伝え
る上で、被害と加害の両面を知ることの必要性に
ついて深く考えさせられた一日になった。
　平和学習以外の経験も、この旅行を有意義なも

のにしてくれた。東
八幡キリスト教会
の訪問や西南女
学院との交流で
は、興味深い話を
聞くことで、キリスト
教への理解が深まった。日本最古の石橋である眼鏡橋や
古湯温泉では、歴史に触れることができた。そして、共に過
ごす仲間の新たな一面を知り、友情を深めることもできた。
発見と収穫にあふれた4日間は最高の思い出になった。

201H 宮村 拓磨

　昨夏から秋にかけて、高円宮杯英語
弁論大会に出場し、気がつけば全国
で七位の成績を収めることができた。
　思えば、夏休みのはじめから論述の

草稿を書き、先生方から何度も意見を頂き、その度にまた書き直
す、の連続であった。本当に心が折れそうになったが、原稿が完成
してからは比較的気が楽になったと思う。
　夏休み一杯、その後も、修学旅行や授業の合間、昼休みや放課
後などに特訓を続けた。まさか沖縄まで練習を続けていたとは、誰
も思うまい。沖縄の食堂で郷土料理を食していた時に、金沢から
練習の催促の電話があり、思わず吐き出しそうになった。その時自

分は、本当に恨めしくも感じた。
　けれども決勝大会に出場が決まった時には、
とても爽快な気持ちになれた。有楽町のよみうり
ホールでの本番当日はうまくできるよう祈るのみ
であった。何とか精一杯のスピーチができた。僅
か五分間、そこに全力を注ぎ向き合うことがよい
結果につながったと感じた。
　指導してくださった中田先生、フィッシャー先
生、また教会でお世話になっているＦ先輩、ほか
多くの皆さんの応援に感謝したい。

中3 堀井 瑠偉

★石川県高等学校新人選抜
　バスケットボール七尾大会
★3×3 U18日本選手権大会 優勝

優勝

男子バスケットボール部

吹奏楽部

●個人

高校 中学

★金沢市音楽コンクール
　管打楽器ソロコンテスト北陸大会

★水泳 中田周三杯

201H 宮村 拓磨

★石川県読書感想文コンクール

105H 近澤 杏菜

301H 石田 丈人、302H 直井 隼也
306H 坂口 大和、306H 森田 稀羅

1位

3位
2位

ご卒業おめでとうございます。

最優秀
210H 古宮 莉子

自由読書の部

高校生の部

書道の部

銀賞

●個人
★高円宮杯 全日本中学校英語弁論大会
★石川県中学校読書感想文コンクール

中3 堀井 瑠偉第7位
中3 古瀬 ひなの最優秀

★金沢地区納税についての作品展 中2 藤田 結香優秀賞

中学Ａ部門

★ピティナ・ピアノコンペティション北陸地区予選 中2 樫本 莉姫優秀賞
★日本バッハコンクール福井地区大会 中1 福岡 美空優秀賞

中学Ｂ部門★日本バッハコンクール富山地区大会 中2 樫本 莉姫優秀賞

★金沢市読書感想文コンクール 中3 古瀬 ひなの最優秀賞
中1 川畠 徳真優秀賞

「
休
校
か
ら
始
ま
っ
た
の
に
、

             

喜
び
に
溢
れ
！
」

●
育
友
会
会
長  

林 

諭
髙

　

今
年
卒
業
し
て
い
く
の
は
、入
学
し

た
翌
日
か
ら
休
校
に
入
っ
た
生
徒
た

ち
で
す
。本
校
と
し
て
は
、最
も
多
く
中

学
校
３
２
名・高
校
３
５
７
名
の
新
入

生
を
迎
え
た
2
0
2
0
年
4
月
7
日
。

入
学
式
は
、た
っ
た
の
３
0
分
。そ
れ
で

も
、本
校
と
し
て
、ど
う
し
て
も
宣
言
し

た
か
っ
た
こ
と
。そ
れ
が
、次
の
聖
書
の

言
葉
で
し
た
。

 『
あ
な
た
が
た
が
わ
た
し
を
選
ん
だ
の

で
は
な
い
。わ
た
し
が
、あ
な
た
が
た
を

選
ん
だ
。』

　

明
日
か
ら
休
校
…
、こ
れ
か
ら
の
時

間
に
期
待
し
な
が
ら
も
確
信
を
持
ち
兼

ね
て
い
ま
し
た
。で
も
、3
年
後
を
迎
え

て
、今
。あ
あ
、よ
か
っ
た
な
…
と
喜
ん

で
い
ま
す
。あ
な
た
を
本
校
に
お
迎
え

で
き
て
、本
当
に
良
か
っ
た
。楽
し
く
学

び
、一
緒
に
苦
労
も
重
ね
ま
し
た
ね
。そ

の
す
べ
て
を
振
り
返
っ
て
、心
い
っ
ぱ

い
感
謝
に
溢
れ
て
い
ま
す
。

　

母
校
は
、ど
ん
な
時
で
も
あ
な
た
を

応
援
し
て
い
ま
す
。保
護
者
の
皆
様
、こ

れ
ま
で
の
全
て
に
感
謝
い
た
し
ま
し
て
、

心
よ
り
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

今
年
ご
卒
業
の
皆
さ
ん
は
、中
学
、高

校
の
３
年
間
す
べ
て
が
マ
ス
ク
姿
と
い

う
過
去
に
な
い
学
校
生
活
を
過
ご
さ
れ

ま
し
た
。コ
ロ
ナ
禍
で
学
校
に
通
う
こ

と
す
ら
で
き
な
い
時
期
も
あ
っ
た
１
年

生
時
代
。通
学
の
日
常
を
取
り
戻
し
た

も
の
の
、ま
だ
活
動
の
制
約
が
多
か
っ

た
２
年
生
時
代
。そ
し
て
マ
ス
ク
を
し

な
が
ら
主
要
行
事
が
で
き
る
よ
う
に

な
っ
た
３
年
生
時
代
。ど
れ
も
が
皆
さ

ん
に
と
っ
て
か
け
が
え
の
な
い
経
験
に

な
ら
れ
た
か
と
思
い
ま
す
。

　
「
当
た
り
前
が
当
た
り
前
で
な
い
こ

と
」を
共
に
経
験
し
た
仲
間
や
先
生
方

は
、こ
れ
か
ら
の
皆
さ
ん
の
未
来
に
お

い
て
大
き
な
サ
ポ
ー
タ
ー
と
な
る
で

し
ょ
う
。「
当
た
り
前
」の
反
対
は
、「
有

り
難
い
」で
す
。こ
の
３
年
間
を
支
え
て

く
れ
た
ご
家
族
を
は
じ
め
、す
べ
て
の

方
に
感
謝
し
、北
陸
学
院
の
３
年
間
で

学
ん
だ「
あ
な
た
の
使
命
を
実
現
し
よ

う
」を
胸
に
刻
み
、新
生
活
に
チ
ャ
レ
ン

ジ
し
て
く
だ
さ
い
。

　

こ
れ
か
ら
も
皆
さ
ん
が
、当
た
り
前

を
有
り
難
い
と
思
え
る
人
と
な
り
、ま

す
ま
す
光
り
輝
く
こ
と
を
祈
念
し
て
お

り
ま
す
。

「
当
た
り
前
を

　
　
　 

感
謝
で
き
る
人
に
」

●
校
長  

堀
岡 

満
喜
子
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ご
卒
業

お
め
で
と
う

ご
ざ
い
ま
す

卒業おめでとう！
北陸学院高校でたくさんの出会いがありました。これから歩む道にも
多くの出会いがあなたを待っています。一つひとつの出会いを大切に、
そして感謝して過ごしてください。皆さんの幸せと活躍を願います。

［担任］ 新田町 幸子
305H305H

大好きな308Hの皆さん、卒業おめでとうございます。
皆さんのおかげで幸せな毎日を過ごさせていただきました。ありがとう
ございます。これからも皆さんの持ち前のパワーで自分自身と周囲の人
たちを幸せにし、明るい未来を築いてください。

［担任］ 下村 舞
308H308H

卒業おめでとうございます。
さあ、いよいよ旅立ちのときです。失敗を恐れず、無限に広がる大空を
自由に飛び回ってください！みなさんの今後の活躍の報告を楽しみに
待っています。

［担任］ 川口 雅樹
304H304H

ご卒業おめでとうございます。
3年間ありがとうございました。いっぱいやりたいことに挑戦して人生を
楽しんでね。心から応援しています！

［担任］ 北村 あづさ
309H309H

ご卒業おめでとうございます！
ダイヤの原石である310Hの皆さんと過ごした１年間は、最高に幸せで
した。これから始まる新生活で、自分自身を磨いてください。ダイヤは、磨
き方次第でそれぞれ異彩な輝きを放ちます。そして、新たなステージで輝
き続け、素敵な人生を歩んでください。いつまでも応援していますよ。

［担任］ 加藤 洋
310H310H

気づいていないかも知れないから言っておきますが、みなさんはめ
ちゃめちゃ立派な中学3年生だったよ！「たのしいまいにちさいこうのく
らす」をありがとう。LOVE

［担任］ 玉作 裕美
中3中3

ご卒業おめでとうございます。
いつまでも夢を持ち、何事にも挑戦し続けてください。
皆さんの未来が笑顔と愛に満ちたものとなりますように。

［担任］ 黒部 瑞貴
307H307H

ご卒業おめでとうございます。みなさんの朗らかさと素直さは賜物です。
自分が持つ能力や環境に感謝して、社会に貢献できる力を伸ばして
いきましょう。
自分に限界を作らない！どこまでも広く高く遠くへ。いってらっしゃい！

［担任］ 米村 さゆり
302H302H

ご卒業おめでとうございます。
選択肢の多い人生を歩んでいくためにもこれからも学ぶ姿勢を大切
に他から決められる人生ではなく、自ら決めた人生を歩んでいってくだ
さい。

［担任］ 石井 崇之
306H306H

ご卒業おめでとうございます。
新たな道で、新たに出会い、新たな可能性に向かって、
歩んでいってください。
これからもずっと応援しています。3年間ありがとう！

［担任］ 加藤 えり菜
303H303H

ご卒業おめでとうございます。
All your dreams can come true if you have the courage to 
pursue them. 「追い求める勇気があれば、すべての夢はかなう」
自分を信じて、まずは一歩踏み出そう！

［担任］ 次島 小百合
301H301H
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